
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第一のアクチュエータ と第二のアクチュエータの操作 一つの操作レバー 共用

、その操作レバーの操作によって リモコン弁から導出されるパイ
ロット圧を切換弁を介していずれか一方のアクチュエータの制御ポートに与えるように構
成された建設機械の操作回路において、
　 と、
　上記リモコン弁からパイロット圧が導出されたかどうかを検出する検出手段と、
　

する切換制御手段とを備えてなることを特徴とす
る建設機械の操作回路。
【請求項２】
　 と上記切換弁との間にリレーを介設し、このリレーを上記検出手段から出
力される信号で自己保持させるように構成した請求項１記載の建設機械の操作回路。
【請求項３】
　上記第一のアクチュエータが上部旋回体を回転させる旋回モータであり、上記第二のア
クチュエータがブームを垂直軸回りで左右方向にスイングさせるブームスイングシリンダ
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またはブームを車幅方向にオフセットさせるオフセットシリンダである請求項１または２
に記載の建設機械の操作回路。
【請求項４】
　上記検出手段は、上記リモコン弁から上記切換弁に通じるパイロットラインに介設され
た圧力スイッチからなる請求項１～３のいずれかに記載の建設機械の操作回路。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、複数のアクチュエータを一つの操作レバーで切換操作する建設機械の操作回
路に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
　従来、ブームを垂直軸回りで左右にスイングさせることにより例えば壁際の掘削を行う
ブームスイング機構付き油圧ショベルが知られている。ブームスイングシリンダを操作す
る操作手段としてはフットペダルを使用するものがあるが、フットペダルを設けると足元
スペースが制限され、また、オプションとしてのニブラまたはブレーカを装備するとペダ
ル数が増えて操作も複雑になるため、操作レバーを共用することがある。
【０００３】
　詳しくは、ブームスイングシリンダの操作はブームスイングと複合操作することがない
アクチュエータ、例えば旋回モータの操作と共用させることができる。この場合の切換操
作は、図４に示すように、左操作レバー５０のグリップ上部に設けられたスイッチ５１を
操作することにより、旋回とブームスイングとを切り換えるようになっている。すなわち
、旋回操作では 方向の操作が右旋回、 方向の操作が左旋回となるが、スイッチ５１
を押した場合には 方向の操作がブーム右方向スイング、 方向の操作がブーム左方向
スイングに切り換わる。
【０００４】
　また、スイッチ５１がトグルスイッチやタンブラスイッチなどである場合にはスイッチ
５１を操作する毎にブームスイングかまたは旋回のいずれか一方に固定される。また、ス
イッチ５１が自動復帰式の押しボタンスイッチである場合には指で押しているときにのみ
ブームスイングに切り換えられる。
【０００５】
　前者のスイッチ操作では、例えば旋回からブームスイングに切り換えた後、その切り換
えた操作を認識していないと、ブームスイングのつもりで行った操作によって旋回が始ま
ったという誤操作が起こり得る。勿論、ブームスイングを選択した場合には状態表示ラン
プが点灯してオペレータに警告はしているもののその警告を見落とすと誤操作を防止する
ことができない。
【０００６】
　一方、後者のスイッチ操作では、スイッチ５１を押下しているときにのみブームスイン
グが選択されるため、オペレータは常に意識して操作することができる。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
　しかしながら、操作レバーを中立位置に戻していない状態でうっかりスイッチ５１から
指が離れると、ブームスイングが急激に旋回に切り換わり、レバー操作が深い場合には機
体にショックが発生する。そのため、オペレータはブームスイッチ操作中は、スイッチ５
１から指が離れないように常に注意しなければならず負担が強いられる。
【０００８】
　本発明は以上のような従来のブームスイング機構付き油圧ショベルにおける課題を考慮
してなされたものであり、複数のアクチュエータの操作を一つの操作レバーで切換操作す
る場合に、誤操作を確実に防止することができ且つ操作レバーが中立位置に戻っていない
状態でスイッチをオフさせても別のアクチュエータの操作に切り換わることのない建設機
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械の操作回路を提供するものである。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
　本発明は、第一のアクチュエータ と第二のアクチュエータの操作 一つの操作レ
バー 共用 、その操作レバーの操作によって リモコン弁から導出
されるパイロット圧を切換弁を介していずれか一方のアクチュエータの制御ポートに与え
るように構成された建設機械の操作回路において、

と、上記リモコン弁からパイロット圧が導出されたかどうかを検出
する検出手段と、上記

する切換制御手段とを備えてなる
建設機械の操作回路である。
【００１０】
　本発明に従えば、 を と、切換弁が操作レバーのリモコン弁か
ら導出されるパイロット圧を第一のアクチュエータから第二のアクチュエータに切り換え
、次いで操作レバーを操作することによりパイロットラインにパイロット圧が立つと検知
手段によって検知される。切換制御手段は 且つ検知手段によっ
てパイロット圧の導出が検知されたことを受けて切換弁を第二のアクチュエータに保持す
る。それにより して第二のアクチュエータに切り換えている状態で操
作レバーを操作すると、 をオフしても操作レバーを中立位置に戻さない限り
第一のアクチュエータに切り換わることがない。
【００１１】
　本発明において、上記 と上記切換弁との間にリレーを介設し、このリレーを上
記検出手段から出力される信号で自己保持させるように構成することができる。
【００１２】
　本発明において、上記第一のアクチュエータの具体例としては上部旋回体を回転させる
旋回モータが示され、上記第二のアクチュエータの具体例としてはブームを垂直軸回りに
左右いずれかの方向にスイングさせるブームスイングシリンダまたはブームを車幅方向に
オフセットさせるオフセットシリンダが示される。
【００１３】
　本発明において、上記検出手段は、上記リモコン弁から上記切換弁に通じるパイロット
ラインに介設された圧力スイッチから構成することができる。
【００１４】
【発明の実施の形態】
　以下、図面に示した実施の形態に基づいて本発明を詳細に説明する。
【００１５】
　図１は、本発明に係る建設機械の操作回路の一実施形態を示したものである。
【００１６】
　同図において、建設機械の上部旋回体に搭載されたエンジン１の駆動により可変容量形
の油圧ポンプ２及びパイロットポンプ３がそれぞれ作動する。
【００１７】
　油圧ポンプ２から吐出される圧油は、図中左側のセンターバイパスラインＬＣに配列さ
れた右走行用制御弁４、ブーム用制御弁５、バケット用制御弁６、ブームスイング用制御
弁７及びオプション装置としての圧砕機／ブレーカ用制御弁８に供給されるとともに、図
中右側のセンターバイパスラインＲＣ上に配設された左走行用制御弁９、旋回用制御弁１
０及びアーム用制御弁１１に供給される。パイロットポンプ３から吐出される圧油は各種
制御用の圧源として利用される。
【００１８】
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　走行用制御弁４，９の上流側に設けられた走行直進弁１２は、ａ，ｂからなる切換位置
を有し、通常はａ位置に保持されている。
【００１９】
　ａ位置では、油圧ポンプ２からの圧油は左センターバイパスラインＬＣ側と右センター
バイパスラインＲＣとに独立して供給されるが、左右の走行レバーを同一ポジションに操
作した状態で、例えばブームやアームを操作すると、走行直進弁１２はａ位置からｂ位置
に切り換わり油圧ポンプ２からの圧油は、左センターバイパスラインＬＣと右センターバ
イパスラインＲＣとに平行して流れる。それにより、例えば走行モータ１６を駆動しつつ
ブームを起伏させるような複合操作を行う場合であっても、油圧ポンプ２からの圧油が左
右の走行モータに等しく供給され、走行直進性を保つことができるようになっている。ま
た、図中、１３はブーム上げ速度を増加させるための合流弁であり、１４は左センターバ
イパスラインＬＣ側に圧油を流すためのカット弁である。
【００２０】
　次に、本発明と関係する旋回モータ（第一のアクチュエータ）及びブームスイングシリ
ンダ（第二のアクチュエータ）の切換操作回路について説明し、その他のアクチュエータ
の操作については説明を簡単にするため省略する。
【００２１】
　上記ブーム用制御弁７にはブームスイングシリンダ１５が接続されており、中立位置か
らｃ位置に切り換えられるとブームスイングシリンダ１５のヘッド側に圧油が供給され、
図２（ａ）及び（ｂ）に示すように、ブーム３０を垂直軸ＶＡまわりに例えば右方向（図
中ｅ方向）にスイングさせることができ、ｄ位置に切り換えられるとブームスイングシリ
ンダ１５のロッド側に圧油が供給され、ブーム３０を垂直軸ＶＡまわりに左方向（図中ｆ
方向）にスイングさせることができる。
【００２２】
　旋回用制御弁１０には旋回モータ１６が接続されており、中立位置からｅ位置に切り換
えられると旋回モータ１６がｇ方向に回転し、上部旋回体３１（図２参照）を例えば右方
向に旋回させることができ、また、ｆ位置に切り換えられると左旋回させることができる
。
【００２３】
　これらブーム用制御弁７のパイロットライン及び旋回用制御弁１０のパイロットライン
は、それぞれ切換弁１７の出口ポートに接続されている。
【００２４】
　この切換弁１７は通常、ｉ位置にあって旋回用制御弁１０の制御ポートに接続されてい
るが、切換制御手段としての切換制御回路１８から切換信号ｓを受けると、電磁弁１７ａ
を通じて送られる油圧信号によってｊ位置に切り換わり、ブームスイングシリンダ１５の
制御ポートにパイロット圧を供給するようになっている。
【００２５】
　切換弁１７の入口ポートには、左操作レバー５０（図４参照）のリモコン弁１９が接続
されている。左操作レバー５０を 方向に倒すとリモコン弁１９ａからパイロット圧が
導出され、また、 方向に倒すとリモコン弁１９ｂからパイロット圧が導出され、それ
ぞれパイロットライン２０ａ及び２０ｂを通じて切換弁１７の入口ポートに流れる。
【００２６】
　このパイロットライン２０ａ及び２０ｂにはそれぞれ検出手段としての圧力スイッチ２
１ａ及び２１ｂが設けられており、パイロットライン２０ａ及び２０ｂのいずれか一方で
パイロット圧を検知した場合に、信号を上記切換制御回路１８に与えるようになっている
。
【００２７】
　次に、上記切換制御回路１８の構成を図３を参照しながら説明する。
【００２８】
　まず、左操作レバー５０のグリップに設けられた押しボタン式のスイッチ（操作体）５
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１を押すと、リレー１８０の電磁コイルＲ 3が励磁され、接点Ｒ 3－ａが閉じる。それによ
り、電磁弁１７ａのソレノイドに通電され、電磁弁１７ａが遮断位置ｋから連通位置ｌに
切り換わる。
【００２９】
　この電磁弁１７ａを通じて油圧信号が切換弁１７の制御ポートに作用すると、切換弁１
７がｊ位置に切り換わり、パイロットライン２０ａ及び２０ｂはブームスイング用制御弁
８の制御ポートに接続される。それにより、左操作レバー５０による 及び 操作はブ
ームスイング操作として機能するようになる。
【００３０】
　上記接点Ｒ 3－ａが閉じると、信号線１８０ａを通じてリレー１８１に電流が流れるた
め、電磁コイルＲ 2も励磁され接点Ｒ 2－ａが閉じる。この状態で、左操作レバー５０を
方向または 方向のいずれかに倒すと、圧力スイッチ２１ａまたは２１ｂが閉じて導通

し電流が流れる。この電流は接点Ｒ 2－ａ、ダイオード１８２を通じて電磁コイルＲ 3に流
れるためリレー１８０が自己保持される。すなわち、切換スイッチ５１から指を離しても
切換弁１７はｊ位置に保持されることになり、ブームスイング操作が継続される。
【００３１】
　また、切換スイッチ５１が押されていないときに、旋回操作を行うとリレー１８３の電
磁コイルＲ 1が励磁されて接点Ｒ 1－ａが開いているため、切換スイッチ５１を押してもリ
レー１８０及び１８１は働かず、切換弁１７がブームスイング用制御弁７側に切り換わる
ことはない。すなわち、切換スイッチ５１を押下していないときは常に旋回操作に固定さ
れ、切換スイッチ５１を押下したときにのみブームスイング操作に切り換わることになる
。
【００３２】
　このように、本実施形態の操作回路では、スイッチ５１を押下しない限りはブームスイ
ング操作に切り換わらず、しかもブームスイング操作に切り換えた後は左操作レバー５０
を中立位置に戻さない限りブームスイング操作が継続されるため、旋回操作とブームスイ
ング操作を確実且つ安全に切り換えることができ、且つブームスイング操作中に切換スイ
ッチ５１から指を離しても旋回操作に切り換わることがない。
【００３３】
　なお、本発明における切換制御手段は、上記実施形態はリレーを用いてシーケンス制御
したが、これに限らずマイクロコンピュータを用いてソフトウエア的に制御することもで
きる。
【００３４】
　また、本発明における第一のアクチュエータ及び第二のアクチュエータは、上記実施形
態では旋回モータ及びブームスイングシリンダで構成したが、例えば第一のアクチュエー
タが旋回モータであり第二のアクチュエータがブームを車幅方向にオフセットさせるオフ
セットシリンダであってもよい。要するに複合操作されることのないアクチュエータ同士
の組み合わせであれば、例えばＩＳＯで規定された標準操作方式のいずれかのレバー操作
と、オプション装置のレバー操作とを組み合わせることができる。
【００３５】
【発明の効果】
　以上説明したことから明らかなように、請求項１の本発明によれば、

を と、切換弁がリモコン弁からのパイロット圧供給先を、第一のアクチュエー
タの制御ポートから第二のアクチュエータの制御ポートに切り換え、操作レバーを操作す
ることによってパイロット圧が立つと上記切換弁を切り換えられた位置、すなわち、第二
のアクチュエータの制御ポート側に保持するようにしたため を して第二
のアクチュエータに切り換えている状態で操作レバーを操作した場合には、
をオフしても操作レバーを中立位置に戻さない限り第一のアクチュエータに切り換わるこ
とがない。従って、切り換え操作時の誤操作を防止することができる。また、操作途中で

から指が離れても別のアクチュエータ操作に切り換わるという不都合を解消
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することができる。
【００３６】
　請求項２の本発明によれば、リレー回路を付加するだけの簡単な構成で本発明の操作回
路を実現することができる。
【００３７】
　請求項３の本発明によれば、旋回操作とブームスイング操作とを一つの操作レバーで共
用する場合に、 を ないときは上部旋回体の旋回操作が行え、

を したときにのみブームスイング操作が行われる。また、ブームスイング操作
の途中で の操作を解除しても操作レバーが中立位置に戻されない限りブーム
スイング操作が継続されるため、誤操作によって上部旋回体が急激に旋回するというトラ
ブルを解消することができる。
【００３８】
　請求項４の本発明によれば、リモコン弁からの操作圧を検出する既存の圧力スイッチで
検出手段を構成したため、新たなセンサを必要とせずに本発明の操作回路を実現すること
ができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明に係る建設機械の操作回路図である。
【図２】　 (ａ )はブームスイング操作を説明するための平面図、 (ｂ )はその側面図である
。
【図３】　図１に示す切換制御回路の構成を示す回路図である。
【図４】　操作レバーの操作内容を示す説明図である。
【符号の説明】
　　１　エンジン
　　２　油圧ポンプ
　　３　パイロットポンプ
　　４　右走行用制御弁
　　５　ブーム用制御弁
　　６　バケット用制御弁
　　７　ブームスイング用制御弁
　　９　右走行用制御弁
　１０　旋回用制御弁
　１１　アーム用制御弁
　１７　切換弁
　１８　切換制御回路
　１９　リモコン弁
　２１ａ，２１ｂ　圧力スイッチ
　５１　切換スイッチ
　 180 リレー
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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